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／すノクツス

マクラウケニア全身骨格（レプリカ）

トタソドン全身骨格（vブリカ）

スミロドン全身骨格（レプリカ）

ヒッピデイオン全身骨格（レプリカ）

ステゴマストドン頭骨（レプリカ〉
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2 .企画展

平成13年度は、次の3回の企画展を行ったO

( 1）第1因企画展「日本人ペルー移住100周年記

念 クントウル・ワシ神殿の発掘ーアンデス

最古の黄金芸術－J
クントゥル・ワシ遺跡は、ベルー北部の標高2,300m

の山上にある神殿遺跡である。古代アンデス文明「形

成期」とよばれる時期（紀元前2,500年～紀元前50年）

に属する遺跡で、東京大学古代アンデス文明調査隊が

1988年以来10年間にわたって発掘調査を行い、数々の

成果をあげてきた遺跡である。中でも、紀元前800年

頃のものと推定されるジャガーや鳥、人面などをモ

チーフにした多数の金製品は、現代にも通じる高い洗

練度と芸術性を備えているだけでなく、学術調査で確

認された金製品としてはアンデス最古のもので、学術

資料としても極めて価値の高いものである。

この展覧会は、これらの貴重な出土品を集めて1999

年に日本人ベルー移住100周年を記念してペル一国立博

物館で開催された展覧会を、 2000～2001年に日本の4

会場（東京・岡崎・大阪・徳島）で巡回したものである。

古代アンデス文明の最初の息吹を感じさせる金製品を

含む優れた工芸品の数々は、多くの人の関心をよんだ0

・主催徳島県立博物館・日本経済新聞社

．企画協力 東京大学古代アンデス文明調査団

・後援外務省・文化庁・ベルー大使館

．協賛 日本興亜損害保険

．協力 全日空・ LAN CHILE （ランチリ航空）

・期間平成13年4月6日（金）～ 5月6日（日）

・会場博物館企画展示室・ 21世紀館多目的活動室

．展示構成

①黄金製品の発見

「十四人面金冠」の墓出土品

企画展「クントウル・ワシ神殿の発掘」の会場

「五面ジャガー金冠jの募出土品

「金製耳飾りJの墓出土品

「玉飾りJの墓出土品

「犠牲jの墓出土品

②クントゥル・ワシ神殿の変遷と編年

石彫・石像

展覧事業 3 

イドロ期、クントゥル・ワシ期、コパ期、ソテーラ

期の土器

土製品・骨製品

③新たな黄金墓の発見

「金製首飾りjの墓出土品

企画展「クントウル・ワシ神殿の発掘J展示解説（講師は大貫良夫氏）
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代理エルメル・サルターニャ氏の3名が来日し、 5月

5～ 9日の問、徳島に滞在した。

(2）第2回企画展「門出のセレモニ一一婚礼・葬

送の習俗－J
徳島県内で行われてきた明治から近年までの婚礼・

葬送の儀礼の様相について、使用されてきた道具、衣

装、装飾品などの展示を通じて、人の一生の門出となる

結婚と死がどのように考えられてきたかを紹介した0

．期間平成13年7月17日（火）～ 8月26日（日）

・会場博物館企画展示室

・展示内容と主な展示資料

①婚礼

－花嫁行列

提灯（三木ガーデン壁史資料館蔵）

輿（個人職）

－婚礼衣装

白無垢（被衣・綿帽子・揚帽子）（文化学園服飾博

物館蔵）

白統地御簾檎扇模様紋繍振袖（国立歴史民俗博物館

蔵）

紅統地梅簾槍扇模様紋繍振袖（国立歴史民俗博物館

蔵）

・儀式の装飾

銚子・三ツ盃（神山町教育委員会）

結納度斗（当館蔵）

－徳島に特徴的な婚礼習俗

およめきんのお菓子（当館蔵）

②葬送

－葬列

葬列写真（東祖谷山村）（個人蔵）

灯龍（当館蔵）

天蓋（当館蔵）

寝棺（当館蔵）

企画展 f門出のセレモニ－J展示解説

－葬列の衣装と死装束

経維子（慈光寺蔵）

．儀式の装飾

枕飯模型（当館蔵）

六地蔵（当館蔵）

－徳島に特徴的な葬送習俗

巳正月分布図（当館蔵）

展撃事業 5 

企画展「門出のセレモニ－J記念講演会（講師は近藤直也氏）
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8 展覧事業

－天部像の世界

重文蔵王権現立像平安時代奈良国立博物館

重文十二天像鎌倉時代奈良国立博物館

③近代美術と信仰

辻説法（野田九浦作）明治40年東京国立近代美術

館

詞梨帝母（堂本印象作）大正11年京都国立博物館

二菩薩釈迦十大弟子（棟方志功作）昭和15年東京

国立博物館

金閣炎上（川端龍子作）昭和25年東京国立博物館

建立金剛心図（平山郁夫作）昭和38年東京国立博

物館

富士山（徳岡神泉作）昭和40年東京国立博物館

原の域（舟越保武作）昭和46年 国立国際美術館

いだく（高山辰雄作）昭和52年東京国立博物館

うしろ姿のしぐれてゆくか 山頭火（池田達郁作）

昭和52年京都国立博物館

楊柳観音（村上華岳作）制作年不明 東京国立博物

館

．観覧料一般200円／高校・大学生100円／小・中学

生50円

企画展 f信仰と美術j展示解説（講師は松浦正昭氏）

企画展「信仰と美術j記念講演会（講師は松浦正昭氏）

．観覧者数 4,304人

・企画展開連行事

①記念講演会

日時： 3月10日（日） 13: 30～15: 00 

講師：松浦正昭氏（奈良国立博物館仏教美術研究室

長）

演題：仏像と日本美術

会場：文化の森イベントホール

入場者： 226人

Cl企画展解説

第 1回： 2月24日（日） 参加者38人

第 2回： 3月2日（土） 参加者55人

3 .特別陳列

( 1）勝瑞城館跡国史跡指定記念「勝端時代一細川・

三好氏と阿波－J
南北朝～戦国時代の阿波国守護細川氏は、足利将軍

家の一門であり、管領細川家を本宗家とする有力氏族

であった。また、そのもとで成長した三好氏は幕府の



して栄えたのである。

近年、発掘調査が進み、守護町勝瑞遺跡の実相が浮

かび上がつできたふその遺跡としての価績は高く評掘

され、勝瑞城跡と、三好氏の居館跡と見られる勝瑞館

跡が、併せて「勝瑞域館跡jとして国史跡に指定され

るに至った。

この展示は、史跡勝瑞域館跡の歴史的意義を周知安

る機会とすべく人開催したものである。勝瑞からの：出土

資料をゆ，bに、考古資料や文献史料等によ、って、細川誠

三好氏の時代を概観できるように構成Lた一。～

なおtこの特別陳列については、徳島市立穂高域博

物館特別展「勝瑞時代一三好長慶天下を制す－Jと

のジョイント企画として開催した。平成12年度から13

年度にかけて、展示を行う両館、発掘調査を行つ、た徳

島県教育委員会文化財諜・藍住町教育委員会の各担当

者との間で協議・調整を重ねて準備を進めた。広報等

もタイアップして行った。

．主催穂島県教育委員会・藍住町教育委員会

・特別協力 徳島市立徳島城博物館

．期間平成13年10月初日（火）～11月25（日）

・会場博物館企画展示室

・展示構成と主な展示資料

①勝瑞前夜

－内乱と細川氏の入国

太平記（当館蔵）

細川頼之像複製（当館蔵）

菅生家文書（内田英明蔵）

・守護所秋月

9 展覧事業

実権を握るほどの勢力を持った。

細川氏は、支配のセンターである守護所を、 15世紀

頃から現在の藍住町勝瑞に置き、また、三好氏も同所

を拠点とした。そして勝瑞は、土佐の長宗我部氏が阿

波を制圧するまで、阿波の政治・経済・文化の中心と

] 円円「1
d璽聖心

丹波線重量毎器など

「1「寸勺

太平記、菅生文書など
脇離諭後

E押彊t,-.i組問冒言書官通liE語圏

中島田遺物など
成之
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趣璃時代

日丈鳩 長時

仮
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勝清鎗跡遺物



10 麗覧事業

間渡安恩寺跡出土品（土成町教育委員会蔵）

＠躍動する民衆世界一支配の基底一

中島田遺跡出土品（諒島県立埋蔵文化財総合セン

ター蔵）

②勝瑞時代

。紐Jll氏から三女子氏へ

JII成之設模本〈当館蔵）

守護町勝瑞遺跡（寄道）出土品｛藍住町教育委員

伝三好長基｛象（三野豊蔵）

（藍住町教育委員

品（藍住町教育委員会議）

③欝瑞落日

－捧瑞域の真実

藤瑞域跡出土品（藍住町教育委員会蔵）

＠土佐衆復攻

事観覧料

争観覧者数 5,

畿襲示解説

第ミ由： 11月3B （土） 参加者100人

第2@:l:11月18日（ヨj 参加者記入

1 @lは、当鐘学芸員が患示の概要を

重見高博氏（藍住町教育委員会学芸員）日

調査について紹介していただいた。第 2@i土、重見氏

が公務のため来館できず、当館学芸員だけで行った。

年産文化的森潤和開題警発震

5蕗と稽島県教育委員

びコ 、年2自の向和問題啓発展〈

語ポスター入選作品展と

警警主催 5舘・密島県教育委員

暴挙期間

〈：）

8月4日（土）～：2日｛百）

( 2) 2001年F主文化の森同和問題啓発展

平成13年12月48 （大）～ 9日

ター・

場会場 近代美構宣言ギャラリー・ 21世紀舘多呂

室 a ミニシアター（ピデオ

護参入場者数 2,137人

ヰ箇常設壌の要新Lこj室〕けての寂

当穏では、関錯10）昔年をめどに常設展の全茜更新を

実現したいと考え、開館5年ヨにあたる平成7年度か

ら舘内での検討を行ってきた（年報7号参照〉。そし

て、開館訪問年呂にきたる17年度に 1）ニューアル・

オーブンする計置で、事業規模を縮小した基本案見産

しを行い、予算積算などを行ったが、載しい建設状況

等もあって、今題も事業化は認められなかっ

できるだけ早い時期での常設展更新が実現す

るよう、その方途を探っている。

また、最近震示のりニューアルを行った先進鑓lこ対

る調査も経続してきており、 13年度には次の調査を

行つ～。

畠果立博物語；

5箇襲来j噴イ嘉

霊童企画震国錫＠解説書

事第2盟企富農留重量

の習龍一j

セレモニ一一語礼 e 葬送

2001年7月178発行、 A4料品ページ（17カラー

ページ）、 700部＋友の会増糊分300部

事第3盟企画震国銀行言卸と

500部十

5覆 震示

その他の展示としてラ ロ

ピー付近において， 8月日目よりミニミニ展示「おま

けになった動物たち e おまけになった恐竜とそのな

まjを？？った。

お菓子などのおまけのうちラ動物や古代生物をそ



チーフにしたものを標本箱に入れて展示した。当初は

48種類から展示を始め， JI頃次追加した。この展示は，

平成14年3月24日まで行い，その後，部門展示「おま

けになった動物たちjへと移行したが， 3月24日時点

での展示資料数は168種であったO

企画展は、専用の企画展示室を使って年3～ 4回行

うことにしている。各分野・分類群の館蔵コレクショ

ンの紹介、学芸員の研究成果に基づく地域自然誌や文

化の紹介、全国的あるいは世界的な広がりの資料の展

示など様々なテーマをおりまぜ、数年先までのスケ

ジュールをたてて計画的に取り組んでいる。

展覧事業 11
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中央付近の裾は小ぶりの石を平積みしている。くび

れ部の北側では、裾の部分は地山を削りだしており、

その上に薄く土を盛っている。南側の裾には後円部か

ら続いてきれいに石が並べられている。

②後円部

後円部の直径は9.7mで、上面の直径は約6mで、あ

る。墳丘東南側の墳丘全体に緑色片岩の割石が積まれ

ており、石のすき間を埋めるようにところどころに風

化した小さな片岩礁を含む土が盛られている。

段築は認められないが、後円部南側にはテラスがつ

くられており、テラスの立ち上がりは傾斜を持ち小口

積みされている。上半では横方向に平積みされてい

る。ほかの部分ではテラスの残りが悪い。

③埋葬主体部

埋葬主体部は後円部のやや西に偏って設けられ、古

墳の主軸に直交して南北（N-2° -W）向きに作られて

いる。墓墳の区画と考えられる部分に、おおぶりの板

状の緑色片岩がやや外に傾いて並べられている。二重

になっているところもあり、上端の内法で南北約4.4

m、東西2.5mである。

床には赤みの強い粘土を敷いて、その上に木棺を据

え、東西両側に板状の緑色片岩を並べ石榔としている。

石榔は北側が盗掘によって大きく壊されているが、長

さ3.lm、幅は北側で lm、南側で0.8m程である。

木棺の側の立石と墓墳の壁の板状の石の聞を埋める

ように石が積まれている。東壁北側と北壁の下部では

緑色片岩が小口積されているが、上半では平積み、あ

るいは斜め積みされている。石室南壁は緑色片岩の一

枚板を横に立てている。この石は外側（南側）に傾斜

している。

頭位は北方向である。なお、石榔内には副葬品は全

く残されていなかった。

④出土土器

墳丘の流出土の掘り下げの過程で、後円部東寄り、

前山 1号墳全景（東より）

調査研究事業 13

後円部東南裾、くぴれ部、前方部端から壷などの土師

器破片が出土した。査には3種類ありすべて複合口縁

である。一つは頚部の折り返しがほぼ直角に近く、立

ち上がりもほぼ垂直なもの。二つは頚部が外反しなが

ら立ち上がり、口縁部は頚部と角度をもって立ち上が

るが、外傾するもの。三つは日縁部の上方へのつまみ

だしが非常に弱く、ほほ垂直に立ち上がるものである。

壷形土器や壷形埴輪が墳丘や裾に置かれている例

は、県内では、前山古墳群と同じ気延山山塊にある宮

谷古墳、松熊神社古墳（仮称）、清成古墳、曽我氏神

社2号墳と、吉野川北岸下流域の蓮華谷古墳群（II)

2号墳、萩原墳墓群l号墓と小松島市の前山古墳で知

られている。

ただし、複合口縁のものは萩原墳墓群1号墓と宮谷

古墳だけである。

⑤時期

墳形から見て古い古墳に位置づけられそうである。

また、墳丘の裾などから出土した査のうち、頚部の折

り返しゃ口縁の立ち上がりの垂直なものは宮呑古墳の

壷と似ている。ただし、前山 1号墳の査には、口縁部

に偽凹線が施されておらず、官谷古墳の査と同時期か

若干新しい時期のものと考えられる。

これらの土器は古墳の埋葬終了後、墳丘の上に置か

れて行われたまつりにかかわるものと考えられるの

で、この古墳の築造時期は宮谷古墳より若干新しく、

3世紀末から 4世紀初頭頃と推定される。

(2）伊島の自然とくらし

伊島は、県内でも数少ない人が住む離島であり、古

い漁村の形態を今も残している。また、ササユリの生

息地としてよく知られている。しかし、ケブカアキノ

タムラソウといったこの島にしかない貴重な植物につ

いてはあまり知られていない。特に、島の中央部の湿

地は古くは水田として利用されていたが、現在では放

棄されて海浜性の湿地に変わり、絶滅危慎動植物の生

息地となっている。

伊島とその周辺の島々の自然や歴史、民俗に関する

最近の調査は行われておらず、古い記録しかない。そ

こで博物館では2年計画で様々な分野での総合調査を

行うことにした。

．調査メンバ一

博物館学芸員：小川誠（植物：調査主担者）、大

原賢二（動物）、茨木靖（植物）、中尾賢一（地

学）、高島芳弘・魚島純一（考古）、長谷川賢二（歴

史）、庄武憲子（民俗）

館外調査員：田淵武樹（徳島県RDB植物調査員）、

吉田一夫（市場町職員）
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一環として、

で大原がエ

ていたが、ス

を1個採集したのみ

なりのエゾゼミ

3年産言語査の成果

①笹島県のエゾゼミ

7月27呂、三

属の調査を行った。多く

ぎて採集はできず、

に留まったが、雲辺寺周辺には

患、していることはR在認＼できた。



との

出

大学工学部建設工学科との共同調査。

盟i主力〈動物⑨無脊椎動物）

よ

スデ属における形態の進北要因についての

研究を進め

スデ科2種について毒成分を分析し、結果

を報告した（大討 尚、桑原保正氏と六iμJノ0

③インドネシア産ヤスデ類椙の調査

文部科学省科学窃究費による海外学務調査の研究

として、ジャワ島、スラウェシ島、ロンボタ

畠におけるヤスデ類相iこういて報告した。

1J¥Jil 誠（撞物j

として、佐那河

木村靖夫氏

らと共同）。

におけるインターネットの利用に

る技術的研究

前年度に引き続き、環瀬戸内地域（中盟’田昌地

方）自然史係博物館ネットワータ準進事業の一環と

して、 ホームページの全文検衰および勉博

との共通検案システムを構築した。

③ヨモギ属の分布調査

E本産ヨモギ属

高ネ良県で

③県内

と分布の現状を探るたり、

レッドデータブックを作成し、さらに普

及販の編纂に携わった。 13年度はタコノアシやフジ

パカマなどの絶滅危慎種が見つかった。

議

た。

右耳究機関より

し、その異向、

ススキ

調査を行った。

議査新安事業 15

自主系の化石層序に関する研究

~守護山地の和泉層群から産出するノストセラス科

アンモナイト

した。

②勝諮問流域下部自重系産化石に諒する

，／？甫！喜から産出した頭足類の分類学的検討を

つ？こG

中露賢一（地学）

①沖積平野の堆積学的・古生物学的存「究

高知市中央部と縁辺部の沖積著から産出した貝化

したc 一部の資料について

い、古環境の変遷を調べた〈三本建二氏と共同）。

②第二瀬戸内累署群の堆積環境と良化石桔の調査

長崎県で？と石の産状と堆積相の観察を行い、堆覆

環壊と貝i七石の関連を喜連べた。

平成13年度開設学会の調査の一課として、

を行った（元山茂F留氏、石田啓：

祐氏らと共同）。

天>.J5.l利夫（考古）

①薩摩駅の所在地に関する調査

手域宮出土木簡に記載されてしおる「護摩訳jの所

在調査を継続した。場所については、県南部の海岸

されるものの、この地名は現存しておら

ずまったく不明である。昨年度は、 日毎部野史j

に記載の「芝北山薬師如来鋼由来記jを手がかりと

して、海部町芝扇辺の現地開き攻り調査を実施し、

13年度も継続して開き取り調査や文献での調査を

行ったが、場再！？を特定するまでには至らなかった。

について

槙島県の考古学明、究の歩みを纏めるための準構作

業として、文献E録の作成を進めた。これは今後も

して行うことにしている。

高島芳弘（考古〉

円-
②鳴門市亀j南遺都出土品

ら採集し

掲の刻呂突帯丈土器と

を行った。

内、主に縄文碍代晩

土鍾について検討
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聞き取

している課題調査に

長釜山賢二（霊史）

①熊野三LL!奉行成立過程の苛究

ら行っている穆験道史研究の一部をなす。

穆験道本山派中枢組識において重要な位童を占めた

とする熊野三山奉行の成立について、

よる再検討を進め、 －）喜；の見通しを得た。今後、史

料分析の不足を補い、まとめていきたいと考えでい

ζ〉。

直7

ずコ

について、

主今，，，...、，ミ 、，＇ヲ’一
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当館の研究協力者：田辺力

・基盤研究（8）一般（1）：博物館資料の保存環境とし

ての木質空間の特質（平成11～13年度）

研究代表者：神庭信幸（東京国立博物館学芸部保存

修復管理官）

当館の研究分担者：魚島純一

4 .他機関との共同研究

・船土木学会四国支部受託研究の共同研究： f正木ダ

ムに係わる河川環境総合調査J（平成10～15年）

研究代表者：阿部健士（徳島大学工学部教授）

当館の共同研究員：佐藤陽一

5 .研究成果の公表

(1）徳島県立博物館研究報告第12号

2002年3月31日発行、 B5判56ページ、 1,200部

（＊は館外著者）

大原賢二：徳島県のヒラズゲンセイ.p.1-13. 

大原賢二：アサギマダラの移動に関する徳島県の記録

(2001年）. p. 15-29. 

大原賢二：徳島市内でクロメンガタスズメを採集．

p.30. 

田湖武樟t*.小川 誠：徳島県におけるトサシモツケの

分布.p.31-34. 

高島芳弘・天羽利夫・森清治＊：鳴門市亀浦遺跡の発

見とその漁業関連遺物について.p. 35-46. 

魚島純一：博物館施設における生物被害防除の課題と

展望一窒素を使った簡易な爆蒸装置の可能性.p.47但

56. 

(2）博物館ニユ一ス

天羽利夫： i賓田耕作と徳島.No. 43, p. 2-3. 

魚島純一：よみがえったあの日の記憶－28年前に撮影

ずみのフィルムから画像を取り出す試み一.No.44, 

p.2-3. 

大原賢二：阿波の昆虫研究家一高橋尚孝一.No.45, 

p.2 3. 

長谷川賢二：香川県大内町水主神社の大般若経と浪速

勇次郎一徳島県史学史のー断面 . No. 46, p. 2-3. 

(3）当館刊行物以外への掲載

（＊印は館外の研究者）

〈動物〉

調査研究事業 17

大原賢二・祝輝男＊ (2002.3）マエキコシボソハナ

アブAllobacchaamphithoeの南西諸島からの記録．

はなあぶ， 13: 3-4. 

上月康則＊．佐藤陽一・村上仁士＊・花住陽一＊－倉田

建悟＊．佐良家康＊・尾関朋幸＊ (2001. 5）以商用水

路網におけるメダカの分布拡大に関する調査．平成

13年度土木学会四国支部第7回技術研究発表会講演

概要集， 498-499.

佐藤陽一（2001.7）魚博士の吉野JII魚図鑑：カワムツ．

四国三郎吉野JII,9. 

花住陽一＊．上月康則＊．倉田建悟キ寸す上仁士＊・田代

優秋＊・佐藤陽一（2001.8）用水路におけるメダカ

の生息環境と保全について．洗剤・環境科学研究会

誌「第25回洗剤・環境科学研究会講演要旨集J,25 

( 1) : 67 68. 

佐藤陽一編（2001.9）博物館等における差別的生物名

称の使用に関するアンケート報告書．徳島県立博物

館： 1司 16.

佐藤陽一・関部健士＊・竹林洋史＊ (2001.10）ロジス

ティック回帰モデルによる河川性魚類の出現／非出

現の予測.2001年度日本魚類学会年会講演要旨： 49.

佐藤陽一編（2001.10）汽水淡水産魚類．徳島県版レッ

ドデータブック掲載種検討委員会編：徳島県の絶滅

のおそれのある野生生物一徳島県版レッドデータ

ブック一．徳島県環境生活部環境政策課： 109-147.

佐藤揚ー（2001.12）魚博士の吉野川魚図鑑：カジカ．

四国三郎吉野川， 10.

佐藤陽一（2002.3）魚博士の吉野川魚図鑑：タウナギ．

四国三郎吉野JI!,9. 

田辺力（2001.5）ムカデの話．徳島新開 5月30日朝

刊．

田辺力（2001.6）阿部陸産貝類コレクション．遺伝，55

(6):1. 

田辺力（2001.8）発見の場としての分類と形の研究．

タクサ，（11): 8-11. 

田辺力（2001.9）書評： Nomenclatorgenerum et 

familiarum Diplopodorum II : A list of the Genus 

and Family-Group Names in the Class Diplopoda 

from 1958 through 1999. Acta Arachnologica, 50 : 

121-122. 。mura,H. *, Y. Kuwahara*, and T. Tanabe (2002. 2) 

Species-specific chemical compositions of defence 

secretions from Pararafontaria tonominea Attems 

and Riukiaria semiciricularis semicircularis Takakuwa 

(Polydesmida:Xystodesmidae). Applied Entomology 

and Zoology, 37 : 73-78. 

〈植物〉
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木下 －片

Ll.J泰主主＊－木村靖夫＊．木内和美半－

邦男ネ・水上敬夫＊ (2001.3）相生町の植物相．

学会紀要第47号、総合学誌？謂査報告相生罰工 4764. 

河波学会ー態島県立図書舘．

Ibaragi, Y. and H. Ohashi場（2001.8) 

diちtributionof 

(Gramineae) The 

( 4) : 231 

〈地学〉

and 

var. ciliata 

香西 武キ・石田啓祐本。橋本寿夫＊ .森江孝志＊．中尾

賢一ー森永宏＊，福島浩三＊ぺ2001.3）徳島県相

生町に分布する黒j顧問帯の地震，阿波学会・諒島県

立図書鑓編［総合学構競査報告；詔生町」（河j史学

会紀要47号），寵島県立国書詣； 1-17.

〈考吉〉

天：］ヨ和夫（2001.4）アンデスの黄金文化.1！聖書新聞， 4

月146掲載＠

天羽和夫（2001.5）窮鼠人を暗む．穣高新開＇ 5月12

日掲載容

天＞］~利夫（2001. 6) I白石器遺跡ねつ造問題ー穂高新開ラ

6}398持載。

(2001. 7）アイヌ

月78掲載．

を訪ねて．藩島新開ヲ 7 

8）獄体に患う a 8}.148 

クラシックカメラ．穂高新開ヲ 9

さな詰方後円墳．寵島幸正問フ 9 

11 

を揺る． , 12 

月228掲載a

告書．

性J: 254-301 

く霊史〉

寺金銅

鎮壇具・金銅1背j付杯（国宝） ' ｛！室、島新聞3月148

子IJ.牛皮華華霊（国宝）' t恵島新爵3月訪日朝刊 m

立後〈重要文化討），諸島幸！？関 3}'j 18日朝刊e

JI l端蓮子「金罷炎上j，稽島新需 3}319呂朝刊，

長谷川賢二（2001.3）二二番平等寺から福井可小野ま

で．語島県教育委員会編 11憲島県歴史の道謁査報告

書5：遍謡選J，語島県教育委員会： 108-

長谷川賢二（2001.7）戦前期藩島における博物詩事i音e

: l 8. 

ー（2001.7）新刊紹介：菅

くる員俗史J.B本史苛究（467): 89. 

i賢二（2001.8）ひんやりとした静寂．

族資料議ジャッカ・ドフニニュース nadasa

( 2 ) : 5 6. 

長谷川賢二（2001.10）書評：金子淳著｛博物語の

治学j. 月刊ミュゼ（49): 32. 

長谷川賢二（2001.10）三好長慶の宝物一特別展「勝

瑞時代jから 7；丹、渡境蔵骨器・長宗我部元議：起請

31臼夕刊．

10）水平社博物館をめぐる

ルシファー（ 4) : 4-11. 

学会＠額究会等での発表

－田中

カに対

西



類研究会（西土佐村）．

田辺力・曽田貞滋＊ (2001. 8) 2型を持つミュラー

型擬態の可能性：パノすヤスデ科の体色．日本蜘妹学

会第33回大会（那覇）．

田辺力・曽田貞滋＊ (2001.9）ミュラー型擬態にお

ける 2型の可能性：パパヤスデ科の体色について．

日本昆虫学会第61回大会（仙台）．

田辺力・曽田貞滋＊ (2002.3）パパヤスデ属におけ

る交尾器形態の多様化：大型化とそのコスト．日本

生態学会第49回大会（仙台）．

小川 誠（2001.11）徳島県のアキノタムラソウとその

近縁種について．四国植物研究会（高知県夜須町）．

大川ち津る＊・小川 誠（2002.1）種子植物2,172種の

検索用データベースを活用した植物の検索－

Windows版と Macintosh版を用いて一．生物教育

学会（静岡）．

小川 誠（2002.3）仕事に使えるデータベースの事例

一徳島県版レッドデータブック作成編 . MML研

究会（大阪）．

中尾賢一（2001.5）口之津層群の海成層．第4回九州

第四紀露頭見学会（島原）

魚島純一（2001.6）窒素による簡易な燥蒸装置の試作

とその可能性．日本文化財科学会代18回大会（奈良）

長谷川賢二（2001.6）熊野三山奉行考．鳴門史学会例

会（鳴門）

長谷川賢二（2001.6）郷土博物館興隆の時代と徳島．

徳島地方史研究会例会（徳島）

長谷川賢二（2001.10）熊野三山奉行考．日本山岳修

験学会第22回大会（島原）

長谷川賢二（2001.11）熊野三山奉行考．延暦寺文書

復元研究会（京都）

庄武憲子（2001.8）徳島県の盆概．四国民俗学会（徳

島）

庄武憲子（2002.1）徳島県の祭礼山車のかたち．徳島

民俗学会例会（徳島〉

6 .研究会・学会等の開催

・徳島博物館研究会

開催日： 5月28日、 6月16日、 8月10日

会場：博物館応接室または講座室

参加者：毎回約10名

es本昆虫学会四国支部第40回大会

開催日： 7月20日

会場：博物館講座室

参加者： 43名

・四国民俗学会

開催；日： 8月19日

会場：博物館講座室

参加者： 15名

・第39冨四国中世史研究会

開催日： 11月3日

会場：博物館講座室

参加者： 19名

・植物談話会

調査研究事業 19

開催日：平成13年4月～14年3月までの毎月 l団関

催（土曜日の18:30から）

会場：博物館実習室

参加者：毎回約15名
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23 資料現集保存事業

J

長
一

J
ロ
貝
一

日
季
比
一

～
…
副
↑

o
J
O
一

毒襲？毒物舘資料収集委員会委員

( (Q)委員長、

良幸 i徳島史学会会長（民俗）

啓 i鳴門教育大学学校教育学部教授

！ （歴史）

勇！日本美帯刀制保存協会評議員

｜ （美術工芸）

撞義 j認島大学総合科学部助教授〈生物）

啓祐 i語島大学総合科学部教授（通学）

i文部省文化立す保護審議会専門委員

！ （漆工史〉

議（専門分野）役名氏

! (g湯浸

10高橋

生野

石井

田

＊荒川

＊第14田委員

著書？専守勢鑓資料殺集委員会委員（平成14.l. 8～16.1. 7) 

〈む委員長、 O副委員

Oregon State Univ告rsity(OSむ）との交換標本の一部

守イ主貫魚筆全匿名勝絵巻の 3件の椿島県指定有

れており、また富関鉄斎書状、 t東方志

功作大和し美しj版画巻などがある。

絵巻

啓 i鳴門教育大学学校教育学部教授

i （歴史）

！搭島大学総合科学部教援

憲一｜徳島県文化振興開事業部主幹

龍生l一一一長
義彦！鳴門教育大学学校教育学部教授

！ （生物）

；朝 i桂昌大学総合科学部教授（考吉）

職（専門分野）

出

r (Q)高橋

伊東
＊ 

ノル
1又ヤロ氏

鯖議饗料数フ

福原
襟本作製等がすんだも

し、資料データベースを

3月末ヨ

については、

のから穎次コンピュータ

作成している。

とおり。

会の特別委員

寝藁

ら得ら？しる情報；土、

な

る上で不可欠である。

ほ

図書も収集し

事年報＠展

している。た交換により

んのこと、

たるレィてルアッ

は、人文，自

県を中心とし

ている。また、

も

している。

争購入間書冊数（

ち冨

護料寂集委員号事

ヨ経サ

ラン夕、

(26タイトル）

と生物、月

幹一昨雑

ス
ス

ハ

ン

講

畠

エ

馨

イ
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1,434ヶ

491ヶ

547ヶ

国外 158ヶ所

っている。

237ヶ

130ヶ

ケ

などによって、次：の 3

争議庄鐘蒸装霊による

i土、

による壊蒸を行った。

できない

に仮収；載し、

る。

rd×高さ 3m （約60rゴ）

は文化前専門

メチルと酸化ヱチレン

に委託し、爆蒸剤に

ガスを費用してい

る。
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2函： 4月29日！自）

護審企謹農 f門出のセレモニ－J
8月12B ( B) 

会場：

講師：近i
t,5'1, ¥ 
ゴ又／

参加者：

犠金調農「門出のセレモニーj
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会場：
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20人
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8 J=j 22弓
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として、
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( 1）学校の授業での博物館利用への支援

理科や社会科の授業、「総合学習」での活動と関連

して、クラスやグループ単位で博物館を利用する例が

増えてきた。受け入れに当たっては、展示資料だけで

なく必要に応じて収蔵資料を見てもらったり、学芸員

が助言するなどの支援を行った。

①加茂名中学校（徳島市） 2年生・ 6人

9月19日（水）～21日（金）

地域体験学習「チャレンジ・トゥゲザjで博物館

を選んだ生徒を受け入れ、学芸員等10人が指導して

各種業務を体験してもらった。

②北灘中学校（鳴門市） l年生・ 14人 9月30日（土）

発展学習「博物館での化石の学習Jで来館。事前

に出前授業をしていたため、熱心に取り組んでい

た。（指導：両角）

③八万南小学校（徳島市） 3年生・ 64人

10月16日（火）

総合学習（調べ学習）で来館。事前に展示を見学

し質問をもっての再来館。説明後、博物館の裏側見

学も行った。（指導：両角・高島・佐藤・大橋・庄

武・茨木）

④早稲田実業学校（東京都）高等部2年生・ 6人

12月20日（木）

校外教室（地域調査）「阿波藩についての調査」

で来館。（指導：山川）

⑤福島小学校（徳島市） 3年生・ 113人

1月29日（火）

杜会科「むかしの道具しらべjで来館。収蔵資料

を陳列し、体験してもらった。（指導：庄武）

(2）学校の授業への講師派遣（出前授業）

学校からの依頼に応じて、学校での授業に学芸員を

派遣した。授業では教員と協同し、持参した博物館資

料を活用するなどして、児童・生徒の理解を助けるよ

う工夫したO

①八万南小学校（徳島市） 5月1日（火）・ 2日（水）

6年生4クラスで社会科の学習「火おこし」の授

業を、博物館から持参した火おこしの道具を使って

教員と協同して行った。（講師：魚島）

②大松小学校（徳島市） 5月2日（水）

6年生2クラスで社会科「徳島の古墳の話しjの

授業を行った。（講師：高島）

③八万南小学校（徳島市） 7月7日（土）

4年生113名で校外学習として間瀬川の水生生物

調査を行った。（講師：大原）

④内町小学校（徳島市） 7月16日（月）

5年生lクラスで総合学習として、「押し葉を使っ

普及教育事業 29

たカルタづくりを行った。（講師：小JII)

⑤北灘中学校（鳴門市） 9月14日（金）

博学連携モデル事業として、 1年生1クラスで理

科「化石の学習Jの授業を、博物館から持参した化

石標本を使って教員と協同して行った。（講師：両角）

⑥八万中学校（徳島市） l月16日（水）・ 17日（木）

博学連携モデル事業として、 3年生2クラスで選

択理科「化石の学習jの授業を、博物館から持参じ

た化石標本を使って教員と協同して行った。（講師：

両角）

(3）博物館資料の学校への貸出し

学校の授業等で活用してもらうため、平成10年度か

ら博物館資料の学校への貸出しを行っている。学校費

出用資料リストを学校に配布して利用を呼びかけてい

るが、まだ利用は少ない。

貸出用資料の一膚の利用促進を図るため、年度末に

学校貸出用資料解説シートを印刷し、小中学校および

高校に配付した。

①応神中学校（徳島市） 6月16日～ 6月19日

貸出資料：復元青銅器（銅鐸、銅剣、錦矛、銅文）

石鎌22点

利用目的：社会科の授業で利用

②市場中学校 11月1日～11月10日

貸出資料：徳島大空襲解説パネル・徳島大空襲写真

パネル・徳島大空襲グラフイックパネ

ル・空襲警報発令中看板・防空頭巾・徳

島大空襲遺物

利用目的：文化祭の展示資料として活用

③上勝中学校 11月25日～11月29日

貸出資料：阿波火縄銃（狭間筒）阿波火縄銃（陣筒）

利用目的：勝浦郡社会科研究会の教材として利用

④藍住東中学校 2月四日～ 2月28日

貸出資料：三葉虫類・アンモナイト類など化石資料

13点

利用目的：理科の授業で利用

(4）その他

博物館での授業、講師派遣、資料の貸出しに限らず、

学校の授業やクラブ活動等で自然観察、生活体験、歴

史学習等をしようとする場合、どんなことをしたらお

もしろいか、どんな資料が活用できるかなどについ

て、学芸員が博物館での普及行事等の経験を踏まえて

教員の相談に応じることにしている。

その他、徳島県教育委員会からの依頼により、教員

対象の研修会を当館で実施し、当館職員が指導に当

たった。
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とと警暴

について（講師．山口）

見学： 1専物館の裏錦見学

：丈原＆魚島ー出ロー

3年車社会科＇ i生霊科事公詫科蔀f密議藍

8月7B （火） 博物語講産室参加者16人

講義 a 見学：？事物館の概要及び学校教育と

（講師： LLlJli)

実習：新学習指導要領を

案づくり

場接、植郡小学教理科部会

8月8B 

と実習：「雑草を買った紙づくりj

（講諒：小Ill) 参加者12人

常設展の展示解説およ

審議嘉翠中学校社会科教膏研究会理事会

3月 6a （水） 博物館講産室

：博物詩

参加者

企画展 e 企画震の展示解説およ

に－力

撃平成13年震拐告者覇f審議~

7月31日

講義：博物館の概要及

まえた単元づくりと指導

(5）博物鶴と

博物館と学校と

博物館職員と

の連携に関する研究会」

は2毘の諦究会を

一層の交流を図るとともに、

への支援のあり

との達講

5週に

と

を

ー爵

ニュースをはじめ、金璽展ポスタ一、年

リーフレッ九月箆催し物案内等を定期的に

幅広く配布することにより、博物館活動の PRにつと

めている。これらは県庁記者クラブを通じて広報する

ほか、報道機関やタウン紙編集室などへも直送してい

る。また、必要に志乙て報道機関への資料提供を

ている。さらに、電子メ－A〆を利用し

どスも行った。

ニュース、

てコ
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15: 00～17: 00 

について

15: 30～17: 20 

場第 3

E時： 6月27呂

場所：博物館

議題： 13年度

畿第 4園調買会

司時： 2月278（本〉

場所：

議題：



31 替友教育事業

｛アワーミュージアムjNo.16～ 

した。3 Ji318 

ーピス

355；に

響報道機関への資料謹撰

4月208

審電子メー

fタントゥ jレ。ワ

最吉の黄金芸術ム J門出のセレモニ一一

送の習経ム 11言部と美指j

一錨！日＠三好誌と河波－Jの開催期

とした説明会を行っ

の

」〆とした行事を

1時間ほど、

ら、

日

イ〉

の粉本

' y 
」ヲ;3268

1月22日

1月256

信仰と美術 jの関濯について

「Eミイヒ石が語るj毎の記憶jの関,f崖に

持山美ゎ、り

末

。

よ

月

た

円、
υ

つ

3月26ヨ

14: 00～15: 00 6 . 

ら続いている菌瀬JI

八万町の史跡や寺社を巡り、

きの声をあげながら探検をすすめた。

日時：己完108（百） 9 : 00～15: 00 

りを楽しん

について説明を行った。

時： 4月29日（己） 13 : 00～15: 00 

場所：；語、島市北沖百十

参加者：

OこどものEフェスティパル（薄物館と

ってウオークラリーを

た。近代美樹鎧や丈書館の協力も得て10のチェッ

クポイントをめぐった。参加した小学生以下の子

どもたちには記念品を進呈したc

日時： 5月56 （金） 9 : 30～16: 00 

場所：

: 1,009A 

20人

O第4国

に集まる昆虫をかんさつし

まる昆虫に参加した子ども達

参加者： 7

0夜の昆虫かんさつ

クヌギなどの

た。また、灯りに

も大喜びであった。

日時： 7月288（土）

108人

19: 00～21: 00 

を粘土につけ、よりひも合引史つ

丈人の気分を味わった。

ヨ持： 9月158（土） 13 : 00～16：開

場所：実習室

づ

の初合間について

4月206 円事物宣言こどもの日ブエスティパjレjの

について

につい

，葬送の

• Ji I下浩子

よ

し、 i専物館ニュース、

、年間程し物案内などを送付し

。00円）
（平成13年震）

：寺戸垣夫

副会長：天;:Jヨ利夫

事：石原信＠

査：匡と
よ工豆一
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などを

ナガレホトヶ γジョウを

きた。

百時：

場所

参加者： 10人

。冬の研修会

出

の歴史につい

5 時： 1月29ヨ（ヨ）

参加者：

-; 
／ 醤忍教曹関穣

する“CロltureClub 

l ずヲハ

ることカ子で

ーン

を利尽する

ように作

3月31
？？手、

ー〆／」 O

しワー

震案内、清報ボヅクス、レファレンス Q&A、

事の案内と記録などから構成されている。 A4字3・8

ページ（全ページカラー）で弘000部を印別している。

平成13年度には次の 4号を発行した。また、当館ホー

ムページでも公開している。

43 
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i悲喜県女性僻派遣交流会顧問l
育j代車Vlすテニスサークル［ブイブティー！

川 ーラブj車桂子の選手 I 

i県小学校教育所究会理科部会長！

！県中学校教育排究会社会科部会長i
！大麻中学校校長 ！ 

1県高等学校教関究会地震学会副会長！
国高密高等学校教頭 i 

一一一

について

について

のあり方につ

3月31日現在）
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間｜日和佐うみがめ薄物館館長

13: 30～16: 00 

等

：千円1
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職f今
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とくしまピオトーブ e ブラ

6省 12～14.3. 

千年の森科学蕗j

（平成13.7.日～14.3 I]) 

王室宮
匂，Jニ乞二

サーバを

ている。

いる。

SEによっ

会委員

平成11年度に COMET（窓島県

ステム）のコンピュータシステム

システム及び業務システム

システム辻イ

ノフ下ζつアJ/jJ、
2つに大別できる。

システムで辻、研究室・作業室 a

をイーサーネットでつなぎ、 2台のファイル

とした Macintoshによる LANを構築し

2人につき 1台のノペソコンが支絵さ

ーパのデータ；土、 21世紀舘に

B ；｛ックアップつがとられている。

システムでは、館内では LANにより、

はインターネットによる｛警報提告を行ってい

る。従来の CワMETによる資料データベースの

；土、 MicrosoftWindm九＇S NT Serverによって運用さ

ステムの管理を行っている。

し物や各種ニュースなどは、 Macintoshを｛吏った

WWWサーバで博物詣のホームページとして去関さ

このサーバに関しては博物館が管理を行っている。

とくしま！日づくり委員会委員

12.15～：3.12. 

12.15～15. 12. 14) 

しまピオトーブ$プラ

6 .12～14. 3. 

問第一委員会委員

｛話。 7.l～14.12。

と

島市立考古資料館資料展示検討委員

2密 l～14.3 . 31) 

i賢二

同也大学文学部非常勤講師

4. 1～14. 3. 

をすすめる会専門委員

4告 l～14.3 .31) 

同和地区民怪文化史調査委員

6 . 5～14. 3 , 31) 

千年

の活用(2）システ

審資料管理

をデータベースに登訴している。

タベース作成l土、各分野ごとに担当

：禄々な巨的に応じた柔軟なデータの加工ができるよう、

ゾブトであるファイルメーカ－ Proを吊い

ている。

データペース 月一ラベルr、－rJ 、、



成、資料受入れ・貸出し管理、各種調査や問い合わせ

のデータ作成、情報提供用データの作成等の作業を

行っている。

．各種データベースの構築

資料管理以外にも次のような各種のデータベースを

構築し、共有している0

・図書データベ｝ス

．画像データベース

・文献データベース

－発送先住所データベース

．普友活動及び広報活動への活用

各種の広報用印刷物はパソコンを使って編集し、

データを印刷業者に渡したり、レーザープリンタで出

力したものを原稿として用いている。 12年度も、催し

物データベースを構築し、それを利用して催し物案内

文の作成、行事記録の作成を行うようにした。さらに

データベースと電子メールソフトを連携して、電子

メールでの催し物案内サーピスを行っている（13年3

月末現在の登録者約299名）。

ecoMETを通じての情報提供

文化の森では、 COMETを通じて来館者や各家庭

にさまざまな情報提供を行っている。博物館でも収蔵

資料データベースや図書データベースを公開してお

り、情報提供する項目のテキストデータおよび画像情

報を専用フォルダーに入れておけば、夜のうちに自動

的に情報提供用のデ｝タベースに取り込まれる仕組み

になっている。

．ホームページによる構報提供

インターネット利用者の増加に伴い、博物館でもそ

の技術を活用した情報提供の可能性を探ってきた。平

成11年の 7月から、次期COMETシステムの実験と

いう性格も兼ねて、新ホームページの運用を始めた。

その成果をもとに、 12年度は新システムの運用に伴い

博物館のホームページも実運用を始めた。ホームペー

ジの主な項目は下記のとおりである。

－博物館の紹介（開館日・交通案内など）

・展示案内（企画展、常設展）

・催し物、普及行事の案内

－調査研究活動の紹介

－収集保存活動（データベース）

．学校等への利用案内

・出版物（展示解説、研究報告、博物館ニユ｝スなど

の案内）

－友の会、博物館協議会

．学芸員関連のページ

・特別メニュー（子供向けメニュー、映像コーナーな

ど）
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．インターネットの活用

電子メールやホームページを職員が利用できるよう

になり、各種問い合わせや連絡、情報の収集に活用し

ている。メーリングリストを利用し、博物館や研究者

間の情報交換もさかんに行われている。

・展示活動への活用

企画展の展示パネルの多くやラベルは、パソコンで

作成し、レーザプリンタやカラープリンタで印刷した

ものを使うようになった。

・博物館業務管理への活用

日常の博物館業務管理にもシステムを活用してお

り、定型作業や集計作業の効率化を図っている。

6 .博物館ネットワーク

( 1）四国地区博物館協議会及び日本博物館協会四

国支部

四国地区博物館協議会及び日本博物館協会四国支部

は、四国地区の博物館及び相当施設の連絡・協議組織

で、現在90館（園）が加盟している。四国地区の会長

（支部長）を担当する館が2年ずつ持ち回りで幹事館

をつとめることになっており、平成12～13年度の 2年

間は当館が幹事をつとめた。

平成13年度の役員会および総会は次のとおり徳島市

で開催された。.13年度役員会・総会

日時： 7月10日（火） 10: 30～17: 00 

会場：眉山会館

議事：平成12年度事業報告及び決算報告について

新規加盟施設の紹介及び会費決定について

平成13年度事業計画案及び予算案について

アンケート結果について

講演

－四国地区博物館協議会アンケート

－芸予地震による博物館施設の被害状況アン

ケート

演題：地震災害と博物館ーその時博物館には何がで

きるか？

講師：魚島純一氏（徳島県立博物館主任学芸員）

．研修視察 7月11日（水） 8 : 30～12: 00 

視察先：恰美術館、徳島県立鳥居記念博物館

側徳島県博物館協議会

徳島県内の博物館施設が相互協力して博物館活動の

振興をはかるため、平成8年2月27日に設立された。

加盟館は、設立時は31館であったが、 9年度11館、 11
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る
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室主事鳴丹市ドイツ

轟13年護新規加翠館（ 3

東語寺美鮪露、語島県子ども

ンド

事13年車事業

①加盟藷冨

ストをイ乍戒した。

②寵島県博物館協議会ニュースを 2

会の間程

・B時： 5月308（水）

県立博：誌

：総会について

．ヨ持： 11月27日〈火）

場所：

：先進地の博物館施設の調査、

による共民事業の検討部会、硫修会、

翠舘とマップ改訂版の作成について

資料館長

・毒議員と展示披要、

1 
'c.,, 

13: 00～14: 00 

13: 30～15: 

11年患の果外兼行業者への PR

として、 12年度より県外の博物語を

なり、 2年弓の今年i土、 10月26臼に香Ji

館〈沼田氏家博物謡、香川

た。参加者はムψ 口 o

⑦とくしまミュージアムスタンプラリー

9年度に作成した「穂高博物館マップj

清とともに、入舘者の増加をはかるなど、

を留るため、11年度から 3年需の期患で「と

くしまミュージアムスタンプラリーjを実方益した。

3年自の13年度は11組19名の完走者（スタン

ラリーに参加する37錯すべての見学者）が出た。

による共同事業検討会の

日時： 11月21日〈本） 14: 00～16: 00 

場所：徳阜県立博物館講座室

：共湾企画展 a j丞密裏⑤共同講1宝について

とくしまミュージアムスタンブラリー

の取り扱いについて

12年度に 3謡、 13年度に 3揺が加盟し、

（平成14年 3月末現在） Iこなうている。な

お、当鎧に事務売が置かれている。

審役員（平成14年 3

長語島県立博物館長

部会長

副会長

について

14: 30～16: 00 日時； 5月30司〈本）

島県立博執

: 12年室事業報告並びに

について

について

13年度事業計面並びに予算案について

ップの改訂について 畠

魚島純一

員）

「ロサンゼルスの博物館事情j

：講師

演題

告訴穆会の

百時： 2月8B （金）

：議島県子ども

：講漬「施設概要と事業運営J
態島県子ども科学館・あすたむらん



行った0

・協議会への加盟自然史系館園

大阪市立自然史博物館（事務局〉

笠岡市立カブトガニ博物館

倉敷市立自然史博物館

高知県立牧野植物園

島根県立三瓶自然館

徳島県立博物館

兵庫県立人と自然の博物館

・13年度の当館担当事業

①学校貸出し用実物標本セットなどの開発

メダカおよびカダヤシ拡大模型の製作、ツルグレ

ン装置（土壌動物抽出装置）の製作を行ったほか、

昆虫や化石の貸出し用標本セットを作成した。これ

らの標本セットについては A4判の解説シートを

印刷し昨年度に印刷したものと合わせてファイル

し、学校に配布した。

また、貸出し用化石標本セットを活用し、北灘中

学校（ 9月14日）および八万中学校（ 1月16・17日）

において博学連携モデル授業を行った。

②環瀬戸内地域博物館横断検索システム

ネットワーク推進協議会加盟の各博物館が所有・

公開している様々な情報を集約し、利用者が知りた

いキーワードで一括して検索できるシステムの構築

と検索辞書の入力作業を行った。

・講演とフェステイパル「瀬戸内の自然一自然史博物

館で学ぶあなたの町の自然Jへの出展

本協議会の事業として広島市で開催された移動博

物館フェステイパルに当館も出展し、雑草を使った

紙づくり，植物のしおりづくり，ウツギの笛づくり

の展示と実演を行った。

7 .視察等博物館関係来訪者

5月58 ベル一国立博物館館長エンリケ・ゴンサー

レス氏ほか2名（～ 9日まで滞在）

7月3日 株式会社学習研究社西谷隆行氏ほか5名

7月11日 高知県立歴史民俗資料館学芸員 梅野光興

氏

7月25日 愛媛県産史文化博物館学芸員 安永純子氏

8月3日 奈良国立博物館仏教美術資料研究センター

井口喜晴氏ほか6名

8月4日 部落解放同盟中央執行委員辻本正教氏

10月23日 瀬戸内海歴史民俗資料館専門職員松岡宏

一氏

10月24日 文化庁主任文化財調査宮本中農氏

管理運営 39

10月29日 摂南大学名誉教授上島有氏、法政大学教授

中野栄夫氏

H月3日 武漢大事歴史系副教授彰敦文氏ほか l名

11月7日 南国市教育委員会（講座受講生）一行

11月13日 財団法人三井文庫学芸員清水実氏

11月15日 香川県文化財保護協会大川支部一行51名

11月21日 高瀬町文化財保護協会一行 38名
11月22日 大阪市立大学助教授仁木宏氏ほか

11月24日 日吉町立日吉解放センター一行30名

瀬戸内海歴史民俗資料館友の会一行40名

11月25日 歴史学と博物館のあり方を考える会一行8

名

11月30日 新潟市歴史文化課学芸員長谷川伸氏

12月1日 史料管理学研修会同窓会一行10名

1月26日 武蔵野美術大学教授岡部あおみ氏

2月7日 山城地域隣保館連絡協議会一行25名

2月15日 奈良国立博物館仏教美術資料研究センター

井口喜晴氏ほか3名

2月18日 奈良国立博物館仏教美術資料研究センター

長井口喜晴氏

2月28日 宮内庁正倉院事務所保存諜整理室長尾形

充彦氏ほか2名

3月2日 国立歴史民俗博物館展示課教育事業係長

椿阪信弥氏

3月20日 奈良県立橿原考古学研究所資料室高木清

生氏ほか2名

3月22日 奈良国立博物館仏教美術資料研究センター

井口喜晴氏ほか3名

3月26日福岡市博物館管理係長笠俊紀氏、学芸

係長福間裕爾氏

3月30日 部落解放同盟京都市協青年部一行21名
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VI 観覧者統計

．平成13年度常設展観覧者数 （単位：人）

i館｜個 人｜白山120%)I 減免（割引印刷 ｜有料｜

: 1 －バill-·1毘b」I入計 l ：：~1；吋？？［；川；l:1 人；F.斗... jら：I出

有 料 観 覧 者 無 料 観 覧 者

4 26 回。

5 'l1 576 

6 26 620 
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1 お 414 
ー，，， e・・，

2 24 印7
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35 I 255 

251 IηI 84 

361 67 η 。｜卿I11 日I 21 3181 31 2(3 I 21 241 I BJ 8171 2181 1,6おI2,ns1 3,7ifl 

。I 1日I 41 1601 01 01 1,0111 41 1621 141 組 I51 5711 21 741 251 1,6411 2361 3，側I4,9111 5，似

11 1，似I11 121 41 お71 21 2651 11 61 Bl 5201 加 I 2831 1,0871 2,169 341 1971 1151 OI OI 1041 101 114 

381 お11 121 .. 0 

751 9361 1お

471 1501 白

251 801 20 

22 I 114 I 131 

171 76 

おI 123 

191 135 

計I 3仰I6,9501 4181 2,8101 側

481 241 I 必

的I 121ηI OI 31 1,0931 11 181 11 291 11 161 01 01 31 制 1101 6561 8291 1,922 

10 102 7 109 
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。 65 22 87 。
明’・ーー，．

。 130 37 167 。
ー司”’・ ・-・-・-

1 182 191 。
ー， w ，，，砂

43 6 49 。
ー－ ------ ・・・ .. 

必 2 44 。
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90 97 。
ー，・・ー． ーーー，・..』

2 176 11 187 。

56 1,217 132 1,349 

料 観

21 2,6451 11 411 11 481 01 01 11 1201 31 2091 01 閣 i 附 3,588

。｜別'21 11 2021 01 01 01 01 01 01 11 2021 2341 1,4叫 1,9101 2,712 

。I 71川 21 801 81 3231 21 泌 I01 01 121 7521 加｜日81 1,5341 2,241 

。｜縦I21 361 91 8111 01 01 01 01 111 8471 1951 師 I2,0111 2，鰍

11 4! I 11 131 11 111 OI OI OI OI 21 241 1571 必91 6501 1,105 

01 6211 21 1761 11 1191 01 01 01 01 31 2951 1691 7悦I1,1681 1,789 

11 7661 OI OI 11 191 ll 51 OI OI 21 241 2251 8211 1,0701 L紛

OI 1,1421 41 1おI 161 221 OI OI OI OI 51 1471 加｜倒｜ 酬 2,132

81 12,2051 201 9201 則 2,771い41 1,4091 61 似｜刷 5,541I 2,275 J 12,017 I 19，制 32,038

・博物館常設展観覧者数累計（平成2～13年度） （単位：人）

I: I個 人1瓦手1割ヲ12

度！；｜一般｜禁』l:・:I一般｜芝ミ1：・：＼」齢；障害ム （芝ミ 1:·:1a:i1~：て（／；｜：；｜；｜：；！：｜人；｜校υぶ｜その他｜ザ
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41 2的I33,1日I3,31s112,50sl 3,2筋I 1悦I 4201 4,482 
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151 22,4341則 1,7881 811 8,1141181 2,7801 71 7761 1おI13,4日i1,390 I 19,839 I 34,687 I 57, 121 

171 31 18,5731利 1,261I so I 6，悶I211 2，叫 71 7制限I11，附I 8291 14,2581 26,1471叫，720 
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む議理

、基盤整漏工事に着手

擢島県とアルゼンチン共和犀ラプラタ大学との相互贈与に関する合意書締結

文化の森の各文北施設基本設計（丈書館を除。及び博物館麗示基本設計完了

各文化施設実施設計及び、博物館展示実施設計完了

を除く）建設工事着手

博物語展示工事蕃手

！日博物語展示室間室

美街品等夜持基金設置

月
間
凡
月
ロ
バ
月
見
月
日
け
円
九
月
丹
月
河
川
月
月

1

4

2

3

出
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化

十

主

r
主型

船
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成

昭

昭
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ぴ博物館協議会設置
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プ
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や

平成2年3月

4 )'j 

10月

11月

3年 2月

4年3月

8年4月
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競要2盟
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3 .博物館各室面積

施設の概要 45

室 名 面積m' 室 名 面積ぱ 室 名 面積m'

企画展示室 325 総合展示室 1,252 エレベータ｝ホール 45 

向上準備室 4G ラプラタ記念ホール 210 特別収蔵庫 1 37 

地学収蔵庫 186 部門展示室（人文） 251 特別収蔵庫 2 37 

考古収蔵庫 361 部門展示室（自然） 250 思ii 化室 35 

一時保管庫 89 休憩室 21 震史民俗収蔵庫 357 
ノ居＼ 庫 135 休憩コーナ｝ 39 生物収蔵庫 380 

冷凍室 19 展示ロビー 407 その他共用部分※ 151 
石工室 41 エレベーターホール 20 

計 1,042 
保存処理室 I 70 廊 下 65 

その他共用部分※ 771 その他共用部分※ 442 

言十 2,043 言十 2,957 

室 名

暗室

倉庫

倉庫

エレベーターホール

湯沸室

講座室

実習室

実習・講座準備室

レファレンスルーム

館長室

応接室

事務室

研究室（自然史）

生物標本作成室

飼育室

研究室（人文）

地学考古民俗作業室

分析室 l

分析室 2

X線撮影寒

保存処理室 2 

薬品庫

資料鑑定室

生物液浸収蔵庫

電子顕微鏡室

書庫

資料室

書類保管庫
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1毒物館占用スペース

※は荷解場、廊下、便所、空調

機械室など共用部分の、美術

館および21世紀館との案分面

積。
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寸
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穂高県条部第11号

薗文イ

3月26臼

3月28B
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平成9

として、

務、三岳全
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（者略）
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認島県立博物鐙協議会

審議島

2年11月3日

平成14年4月18 

議日

義近改正

2年槙島県条例第11号。以下 f条容むというJ
について必要な事哀を定めるものとする。

るとおりとする。
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重襲籍島 要綱

制定平成3年12丹l弓

9号）第ら条の規定に基づき、

について必要な事項を定めるものと

する。

（定義j

第2条資料の特iW利用とは、 を存関にため、

けようとする場合をいう。

3条資料の特別利揺をしようとする者は、

$ 
ワ
ムJ

という。）に

を受けなければならなし、

る自の30日読までに、

（様式第3号）を提出させるものとする。

（許可基準等）

第4条資？詳の特別利患ができる場合は、学前そ に関する事業の用 ることをE

的とするときに限るものとし、

(1) 特別利用によって、資科の保存

(2）特別利用によって、

(3) 

( 4 J その他、館長が不適当と認めるとき 0

2 資料の諮タi・貸品を受けることができる

る。

る

いずれかに該当するときは許可しないものとする。

を及ぼす恐れがあるときc

をきたす恐れがあるとき。

を得ていないとき。

りとする。ただし、 は原郡として458

に担当する

(2）社会教育法に定める

(3) 国立の密書館及び図書鎗法に定める図書館

( 4) 学校教育j去に定める

(5) その也、舘長が適当と認める者、

第5条 を許可された者は、

したヨ

り扱うこと。

(3) 資料の借受及び返納に当たっては、保員立ち会いのもとで、

特別利用に伴って必要となる経費は、特到利用する

を遵守しなければならない。に際
＼
／
 

1
 

J
i
t
 

を利用しないこと G

を行うこと。

（損害賠噴〉

6条資料の特別利用を

ころに従い、これを

に館長に届け出て

しなけ らない。

l号～第3号（省略）

とす

ると



・徳島県立博物館資料寄託取扱要綱

制 定平成3年12月1日

（趣旨）

例規 53

第l条 この要綱は、徳島県立博物館管理規則（平成2年徳島県教育委員会規則第9号）第7条の規定に基づき、

博物館資料（以下「資料Jという。）の寄託に関する取扱について必要な事項を定めるものとする。

（手続）

第2条徳島県立博物館に資料を寄託しようとする者（以下「寄託者」という。）は、あらかじめ徳島県立博物館

長（以下「館長」という。）に資料寄託申請書（様式第 1号）を提出し、資料寄託許可証（様式第2号）の交付

を受けなければならない。

2 館長は、資料の寄託を受けたときは、寄託者に資料受託書（様式第3号）を交付するものとする。

3 寄託者に寄託資料を返還するときは、資料受託書と引き替えに行うものとする。

（許可基準）

第3条館長は、資料の寄託の申請があったときは、次の各号のいずれかに該当する資料について受け入れるもの

とする。

(1) 国指定文化財及び県・市町村指定文化財に指定されている資料、若しくはそれに準ずる資料

(2）博物館資料として展示等に活用できる資料

(3）博物館資料として保存すべき価値が高く、かっ現状のままでは資料の保存が危倶される資料

(4) その他、館長が特に必要と認める資料

（寄託期間等）

第4条資料の寄託期間は、 5年とする。

2 寄託者が、寄託期間満了後において引き続き資料を寄託しようとする場合は、改めて第2条による手続を行わ

なければならない。

3 寄託者が、寄託期間満了以前に寄託資料の返還を求めるときは、返還を希望する日の30日前までに館長に申し

出なければならない。

4 寄託者は、寄託期間内に寄託資料の所有権に変更があったときは、速やかに館長に申し出なければならない。

5 館長は、前項の申し出を受けたときは、新たに所有権を有することになった者と協議し、引き続き資料の寄託

を希望する場合は、改めて第2条による手続を行うものとする。

（寄託資料の特別利用）

第5条 徳島県立博物館又は第三者が、徳島県立博物館資料特別利用要綱に基づく寄託資料の特別利用をしようと

するときは、あらかじめ寄託者の承諾を得なければならない。

2 第三者が寄託資料を特別利用しようとするときは、寄託者の承諾を得た後、資料特別利用要綱に基づく手続を

行い、館長の許可を得るものとする。

（経費等）

第6条 寄託資料の運搬等に要する費用については、寄託者が負担するものとする。

2 寄託資料の保管料については徴収しない。

3 寄託資料に補修等の必要が生じたときは、館長と寄託者と協議して行うものとする。

（管理）

第7条 寄託資料の管理は、徳島県立博物館が所蔵する資料に準じて行うものとする。

様式第 l号～第3号（省略）
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